
私たちが生きていく上で欠かすことのできない「食べる」こと。毎日を元気に
わたし い うえ か た まいにち げ ん き

生き生きと暮らすためには、何をどのように食べるかがとても重要です。
い い く なに た じゅうよう

また、これからも安心して食料を得られるように、未来へつながる「食」につい
あんしん しょくりょう え み ら い しょく

て考えていくことも大切です。
かんが たいせつ

この「食育月間」を機会に、食べることを改めて見直し、できることから取り組んでみませんか？
しょくいくげっかん き か い た あらた み なお と く
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南 九 州市立学校給 食センター
みなみきゅうしゅうし り つがっこうきゅうしょく

～６月２日は『オムレツの日』です！～
がつ か ひ

6月2日を０６（オム）０２（レツ）と読めることから、この日が「オム
がつ か オ ム レ ツ よ ひ

レツの日」になりました。給 食では、Ａコースが６月２日（火）に、
ひ きゅうしょく えー がつ か か

Ｂコースは６月３日（水）に県内産の卵を使い、給 食センター特製のソ
びー がつ か すい けんないさん たまご つか きゅうしょく とくせい

ースをかけた、「オムレツのデミソース」が登場します。
とうじょう

《卵の栄養》
たまご えいよう

卵には、人間の体に必要とされる、たくさんの栄養素が含まれています。
たまご にんげん からだ ひつよう えいようそ ふく

良質のたんぱく質をはじめ、脂質、ビタミンA、B群、鉄など、ほとんど
りょうしつ しつ し し つ えー びーぐん てつ

すべての栄養素が含まれているため「完全栄養食品」と呼ばれています。
えいようそ ふく かんぜんえいようしょくひん よ

一種類でこれだけ栄養的に豊富な食品は「卵」と「牛 乳」だけです。
いっしゅるい えいようてき ほ う ふ しょくひん たまご ぎゅうにゅう

南九州市では、卵を産むための 鶏 を１６軒の農家で、約2３７万羽飼
みなみきゅうしゅうし たまご う にわとり けん の う か やく まん ば し

育しており、約２１５万個の卵を毎日出荷しています。
いく やく ま ん こ たまご まいにちしゅっか

平成17（２００５）年６月に、『食育基本法』が制定され、国を
へいせい ねん がつ しょくいくき ほ んほ う せいてい くに

挙げて「食育」に取り組むことになりました。
あ しょくいく と く

制定から 21年たった今、食をめぐる新たな問題も生じてお
せいてい ねん いま しょく あら もんだい しょう

り、より一層「食育」を推進していく必要があります。
いっそう しょくいく すいしん ひつよう



がんばりました！

５月21～22日に、川辺中３年生の今給黎 奏汰さんが給 食センター
がつ にち かわなべちゅう ねんせい いまきいれ か な た きゅうしょく

へ職場体験学習に来てくれました。大きなヘラを使って、大きな釜の中の
しょくばたいけんがくしゅう き おお つか おお かま なか

食材を力いっぱい混ぜたり、「お茶りんかけ」の抹茶をふるいにかけた
しょくざい ちから ま ちゃ まっちゃ

り、調理作業を体験しました。調理員さんも奏汰さんに「たくさんの経験
ちょうりさぎょう たいけん ちょうりいん か な た けいけん

をさせてあげたい！」という気持ちから、丁寧に教えてくださいました。
き も ていねい おし

奏汰さんは、将来、料理人になりたいそうです。しっかりとあいさつや
か な た しょうらい りょうりにん

返事ができ、真面目な態度で取り組む奏汰さんなら、きっと夢を叶えられる
へ ん じ ま じ め たい ど と く か な た ゆめ かな

と思います。これからも給 食センター職員一同、応援しています。
おも きゅうしょく しょくいんいちどう おうえん

奏汰さん、２日間お疲れさまでした！
か な た か か ん つか

毎日を元気に過ごすためには、食事と睡眠をしっかりとることが基本です。特に一日の始まりの食事で
まいにち げ ん き す しょ くじ すいみん き ほん とく いちにち はじ しょく じ

ある「朝ごはん」は、眠っていた脳と体を目覚めさせ、活動を始めるためのエネルギーとなります。また、
あさ ねむ のう からだ め ざ かつどう はじ

規則正しい生活リズムを整えるなど、重要な役割を果たしています。
き そくただ せいかつ ととの じゅうよう やくわり は

職場体験学習
しょくばたいけんがくしゅう


